
低炭素社会の構築

環境配慮商品 環境配慮商品を売り場で探す［環境学習］

eco!on商品の開発

環境に配慮したオリジナル商品「eco!on」（エコオン）

「eco ! o n」の商品

●マグボトル

リサイクルボックスで回収した
牛乳パックが原料の再生製品

何度も繰り返し使用できるので
ゴミを出さない

●ふんわりエコロール
アローザをよりお値打
ちにした商品を開発

●エコ野菜
食品リサイクルで作られた堆肥
で栽培した野菜

●箱なしティッシュ
包装資材を約90％削減

●のし袋
FSC認証された紙を使用 ●食品用ラップつめかえ用

包装資材を約90％削減

●アローザ トイレットペーパー

●液体洗剤・柔軟剤
容器をサスティナブル素材のバイオマスプラスチック製にしてCO2を削減

●学習帳
FSC認証された紙を使用
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　持続可能な社会の実現のた
め、「eco!on」を通じ、「ユニ－の
環境の考え方」「環境への取り
組み」をお客様に伝えたいと思
います。多くのお客様に認知い
ただけるよう、以下の事を配慮し
ながら商品開発を行っています。
「お求めやすい価格」「使った結
果がエコ」「売れるeco!on」を考慮し開発をしています。
　ユニーの企業価値を上げるようなブランドに育成した
いと考えています。

eco!on商品の開発

グループ商品企画部
チーフバイヤー
佐藤 雄一

　日常での必需品でなおかつ売れるeco!onのコン
セプトから環境配慮型のStyleONEカレンダーを開
発しました。環境配慮のポイントとして原料の紙は
森林認証紙、印刷には植物性インク（大豆）を使
用しています。またアイテムは少ないですが、今後
はさらに拡大したいと考えています。また新しい試み
として、カラーユニバーサルデザインを採用した商品
もあります。これは全ての人に価値あるものをという
定義のもと、できるだけ多くの人が見分けやすい配
色に考慮し、色を見分けにくい人にも情報が伝わるとの考え方のもと、環
境配慮だけではなく価値のある機能もプラスされた商品です。

環境配慮型カレンダーの開発

　特別なものではなく、日常生
活に欠かせない商品を環境に配
慮したものにすることで、地球環
境保全に貢献していることになり
ます。「eco!on」は、たくさんの
お客様と一緒に低炭素社会・
持続可能社会を築いていくことを
目指しています。

●スリッパ
中敷きにペットボトルをリサイ
クルした繊維を一部使用

■ エコライフスタイルを進める商品
　ユニーは持続可能な社会を構築することを目指し、お客様に毎日の暮らしができるだけ省エネ・省資源・ゴミを出さない資源循環を目指すエ
コライフスタイルにしていただくために、店舗での環境活動を推進するとともに、環境配慮商品の開発・販売に努めています。環境配慮商品開
発の目的は、お客様が毎日のお買い物で「環境にやさしい」という視点で商品を選んでいただくことで、家庭でのエネルギー消費を抑え、ゴミ
を削減でき、地球環境保全の貢献に繋がることです。

　環境配慮商品を販売に繋げるためには、お客様に知ってもらい購入していただかなければなりません。そこでユニーでは、環境学習のプログ
ラムに組み込んで、どこが環境にやさしいのか、何が環境負荷低減になるのかを伝えています。また、子ども達の夏休みの自由研究にしてもら
うために、「夏休み自由研究応援隊」としてeco!onの商品や説明パネルを店舗に展示しています。

　環境配慮商品は特殊なものではなく、日常で使っていただく商品を、原料や容器包装を見直して使用時のエネルギー使用削減など従来品よ
り環境負荷を少なくしました。手に取りやすいこともお客様が購入するきっかけになると推測しています。
　「環境に配慮した」ということだけでは、お客様はなかなか商品を選択してくださいません。商品として魅力があり、さらに環境に配慮されて
いるということ、そしてリーズナブルでなければ、購入には繋がらないのです。しかし、購入頻度の高い商品が環境配慮商品であれば、環境
負荷低減に大きな効果が望めます。こうした観点から、商品開発担当はeco!onを開発しているのです。

　ユニーはPB（プライベートブランド）・SB(ストアブランド）商品を開発するうえで、特に環境に配慮した商品をサブブランドeco!on（エコオン）
として、パッケージやタグにこのロゴを付けて販売しています。
　eco!onは、商品開発担当の申請書と添付資料をもとに、環境配慮商品としてお客様に提供できる商品であるかどうかを審査しています。審
査では特に商品開発担当者の「環境配慮への思い、ストーリー」についても対象にしています。その思いには、「現在だけではなく未来の地球環
境に対する責任」や「購入していただくお客様へのメッセージ」「生産者のこだわり」などが含まれています。さらに生産現場や製造過程を視察し、
審査しています。

■ eco!on商品に認定されるまで
　オリジナル商品を開発した商品開発担当者は、環境配慮商品eco!onの認定を受けるために、商品やメーカーに関する情報や環境認証など
の資料を揃え申請書を第三者審査委員会に提出します。ここで審査し、認証を受けた商品をeco!onとして販売しています。

■申請者および商品情報…申請者、商品名、販売期間、売価、販売数量など
■消費者へアピールしたいエコ・セールスポイント…商品のライフサイクル（製造・生産→流通・販売→消費・使用→廃棄）に応じた環境配慮への取り組み
■商品の最終製造工場の第三者認証の取得状況…
　・商品の最終製造工場の環境マネジメントシステム、第三者認証の取得状況
　・情報開示状況（環境レポート、ホームページなどでの環境への取り組み情報の開示状況）

再生資源を原料にしてい
たり、廃棄時に環境汚染
を防止するなどの工夫が
あるか。

評価・認定を受けた商品のみ「eco!on」（エコオン）として販売！

商品機能

提出資料の作成

製造事業者
「環境にやさしい」機能を
持っているか。（マイバッ
グ、雨水利用タンクなど）

●商品の最終製造工程の企業は、第三者認証による環境
マネジメントシステム（ISO14001、エコステージ、エ
コアクション21、KESなど）を取得、もしくは環境方針
を掲げ、その情報を公開しているか。

●商品のトレーサビリティは確保されているか。
容器包装
●過剰包装ではないか。
●再生資源やバイオマスプラスチックなどを使用しているか。

セールスポイント
あなたの商品には、お客様にお
勧めしたい環境面でのセールス
ポイントがあるか。

■ 第三者審査委員会
　環境配慮商品eco!onの認定は、社内審査に
加え、専門家や有識者による第三者審査委員会
で審議していただいています。

お客様と一緒に育てていく環境配慮型商品です
ユニーが定める品質基準を満たしています
ユニーが定める環境に配慮した生産条件を満たしています
「eco!on」第三者審査委員会で審査を受け認定されています
（毎年見直しを実施）
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第三者審査委員会 商品開発担当者の商品説明 活発な議論が交わされます

第三者審査委員会へ提出
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■ eco!onの考え方
　環境配慮商品は、原料や製造過程、容器包装、使用時、使い終
わった後での廃棄物が少なくリサイクルができることなどで、環境負荷
の少ない商品です。eco!onは、環境負荷の少ない安全・安心な商品
を提供することにより、お客様の快適な生活を支援し持続可能な社会
構築を、お客様と一緒に推進していくことを目指しています。また、環
境配慮商品の生産者を支援します。

店長がお店探検でeco!onを説明 夏休み自由研究応援隊の展示 なごや環境大学の講座で環境配慮商品を説明 消費者がお気に入りeco!onをプレゼン
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